
産業研究会企画講演会のご案内

日本のゼロカーボン社会へ向かう道

日時
2019年 10月18日（金）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場
日経茅場町カンファレンスルーム
東京都中央区日本橋茅場町2-6-1
日経茅場町別館地下1階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にてお支払い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、
CCMA、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
産業研究会企画講演会担当
TEL 03-3666-1632
ﾒｰﾙ k-kaisai@saa.or.jp

山田 興一（やまだ こういち）氏
国立研究開発法人科学技術振興機構
低炭素社会戦略センター 研究顧問
東京大学総長室顧問

国立研究開発法人科学技術振興機構 低炭素社会戦略センター 研究顧問、
東京大学総長室顧問の山田興一氏を迎え、以下のポイントについてお話し頂きます。

『温暖化進行による損害は大きく、その抑制をするほうが経済的だと言われているが、
CO2排出量をゼロにする具体案は示されていない。ゼロカーボン（ＺＣ）社会での主な
エネルギー供給はＺＣ電力になるであろう。ここでは、その具体的な最大供給量、電源構
成、コストを示すと共に、自動車やその他産業のＺＣ化によるＧＤＰの変化などを示
す。』

講演内容

1962年横浜国立大学工学部電気化学科卒業。1982年東京大学工学博士取得。1962-
1996年住友化学工業㈱勤務。東京大学大学院工学系研究科化学システム工学専攻教
授、地球環境産業技術研究機構理事、東京大学理事などを経て、2009年より東京大学
総長室顧問。また、2009年国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）低炭素社会戦略
センター（LCS）副センター長に就任、2019年より現職。
専門は化学システム工学、地球環境工学。主な著書に『太陽光発電工学』（共著/日経
BP社/2002年）、『日本未来図2030－20人の叡智が描くこの国のすがた－』（共著/日経
BP社/2014年）、『新ビジョン2050－地球温暖化、少子高齢化は克服できる－』（共著/日
経 BP社/2016年）など。

講師

申込み期限
2019年10月11日
（金）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

地 図 こちら

申込QR

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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